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p波フエツシュバッハ共鳴により実現される異方的超流動状態

岡山大学大学院自然科学研究科 水島健

2原子散乱における E波散乱振幅はE波束縛状態への共鳴を介して劇的に増幅される. 1998 

年にボース原子関のs波散乱長制御が実現されて以来，同種原子関だけでなく異種原子関の s

波散乱長も自由に制梅可能となっている.中でも特筆すべき事柄註，フェルミ原子関のs波数

乱長制御によるBCS-BECクロスオーバーの実現であろう.外部磁場を制御することで，散乱

状態に対して2原子束縛状態を安定住することができる.この結果，長寿命を持つ分子ボソン

がボース・アインシュタイン凝縮を起こす.外部磁場をさらにスイープすることで束縛状態は

不安定化し，分子ボソンは原子関の弱い引力椙互作用を介したクーパ一対へと連続的に変化し

ていく.近年，p波散乱振幅の制御も可能になっており [1].軌道自由度を持つ異方的超流動状

態の実現が期待される f2].一

本講湊では，p波フェッシュバッハ共鳴制御により実現される超流動状態について，近年の

研究の展開をふまえながら紹介する.未だにp波超流動梧転移は確認されていないが，講演で

はこの系の示す多彩な物理について紹介したい.具体的には， (i)量子渦に束縛された準粒子が

マヨラナ粒子として振る舞うことや. (ii)エッジ状態に起思した自発的な質量涜の存在等を紹

介する.特に，これらのマヨラナ状態やエッジ状態は系の超涜動性を実証する際に非常に重要

な役割を担うことが分かっている [3].これらの特異な準粒子状態を利用した BCSjBEC両領

域での超涜動性の検証方法について提案したい.様々な可能性老秘めたこの超涜動状態を実現

する土で，解決されるべき課題等についてもコメントしたい.
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図 1:マヨラナ状態 (0)とバルクエネルギ、ーギ、ヤツプの変化.横軸Ebは2原子束縛エネルギー

を示しており，負値鱒で分子状態が安定化し (BEC領域).正値側で誌クーパ一対状態が安定化

する (BCS領域).
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